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あだち区民まつり（A-Festa2007）荒川・虹の広場 あだち区民まつり（A-Festa2007）荒川・虹の広場 

「議員（候補者等を含む。）からの寄付は、公職選挙法により、議員資格剥奪の罰則を
も以って禁止されています。」 
　議員（立候補予定者を含む。）が、選挙区内にある者に対し、お歳暮・お
年賀等の贈りものをすることは、公職選挙法により、議員資格剥奪の罰則を
も以って禁止されています。 
　また、受け取った人も、罰せられます。 
　年賀状（答礼のための自筆によるものを除く。）を出すことも禁止されて
います。 
　区民の皆様におかれましても、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

平
成
18
年
度
決
算
を
認
定 

　
区
長
が
提
出
し
た
平
成
18
年
度
「
一

般
会
計
」「
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
」「
介
護
保
険
特
別
会
計
」「
老
人

保
健
医
療
特
別
会
計
」
の
４
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査

し
ま
し
た
。 

　
同
特
別
委
員
会
は
、
10
月
２
日
か

ら
11
日
ま
で
の
う
ち
６
日
間
に
わ
た

り
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
４
会

計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
い
ず
れ
も
認

定
す
べ
き
も
の
と
し
、
本
会
議
に
お

い
て
も
認
定
の
議
決
を
し
ま
し
た
。 

（
各
会
派
の
討
論
は
７
頁
、
決
算
特

別
委
員
会
の
審
査
と
本
会
議
の
議
決

に
つ
い
て
は
８
頁
に
掲
載
） 

 

平
成
19
年
度
補
正
予
算
原
案
を
可
決 

　
区
長
が
提
出
し
た
平
成
19
年
度
「
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）」「
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）
」
の
２
会
計
補
正
予
算
案
は
、

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
区
長
提
出
議
案 

　
そ
の
他
の
区
長
提
出
議
案
17
件
は
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

（
可
決
し
た
議
案
は
５
頁
に
掲
載
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
決
定 

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
区
長

か
ら
議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
議
会
は
こ
れ
に
対
し
、
異
議
な

い
も
の
と
答
申
し
ま
し
た
。 

（
推
薦
の
あ
っ
た
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
氏
名
は
５
頁
に
掲
載
） 

 

委
員
会
提
出
議
案
１
件
を
可
決 

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
円
滑

　
か
つ
適
切
な
移
行
を
求
め
る
意
見
書

は
、
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
し
、
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

議
員
提
出
議
案
６
件
を
可
決 

　
議
員
提
出
議
案
７
件
の
う
ち
、 

・
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に
関

す
る
意
見
書 

・
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
関
す
る

都
区
財
政
調
整
交
付
金
の
算
定
に

精
神
保
健
手
帳
の
障
害
要
件
の
追

加
を
求
め
る
意
見
書 

・
自
立
支
援
医
療
制
度
に
お
け
る
精

神
障
害
者
の
負
担
の
軽
減
等
を
求

め
る
意
見
書
　 

・
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
住

宅（
旧
公
団
住
宅
）居
住
者
の
居
住

の
安
定
に
関
す
る
意
見
書 

・
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を

求
め
る
意
見
書 

・
中
小
企
業
の
事
業
承
継
円
滑
化
の

　
た
め
の
税
制
改
正
を
求
め
る
意
見
書

の
６
件
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
に

よ
り
可
決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。 

　
な
お
、
１
件
は
否
決
し
ま
し
た
。 

 

請
願
・
陳
情
を
審
査 

　
区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
27
件
の
う
ち
、
採
択

し
た
も
の
４
件
、
不
採
択
と
し
た
も

の
３
件
、
そ
の
他
20
件
は
継
続
し
て

審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
平
成
19
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
20
日
か
ら
10
月
19
日
ま
で
の
会
期
30

日
間
で
開
会
し
ま
し
た
。 

　
今
定
例
会
で
は
、
区
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
23
件
、
報
告
２
件
、
諮
問

１
件
、
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
１
件
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

７
件
及
び
区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
記
載
の
と
お
り
で
す
。 

10
月
13
・
14
日
に
、
荒
川
河
川
敷

「
虹
の
広
場
」
、
シ
ア
タ
ー
1010     

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」で
開
催
さ
れ
、64
万

１
千
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り 

 

会
議
の
あ
ら
ま
し

会
議
の
あ
ら
ま
し 
 

平
成
平
成
19
年
　
第
３
回
定
例
会

年
　
第
３
回
定
例
会 

 

会
議
の
あ
ら
ま
し 
 

●
区
政
を
問
う
（
各
会
派
代
表
・ 

　
　
　
一
般
質
問
） 

●
議
決
結
果 

●
み
な
さ
ん
か
ら
の 

　
　
　
　
請
願
・
陳
情 

●
今
定
例
会
で
可
決
し
た 

　
　
　
　
意
見
書（
要
旨
） 

●
意
見
の
分
か
れ
た
案
件 

●
決
算
特
別
委
員
会
各
会
派 

　
　
　
　
の
討
論（
要
旨
） 

●
平
成
18
年
度
各
会
計 

　
　
　
　
決
算
額
の
グ
ラ
フ 

●
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置 

   

 

・・・・・・・・・・・
２
頁 

・・・・・・・・・・・・・・・・・
５
頁  

・・・・・・・
５
頁  

・・・
６
頁 

・・・・
６
頁  

・・・・・
７
頁  

・・
８
頁 

・・
８
頁   

平
成
19
年
　
第
３
回
定
例
会 

 



近
藤
区
長
に
質
す
！ 

自
由
民
主
党 

新
井
　
英
生
　
議
員 

平成19年（2007年） 11月19日 第 223 号（2） 

代表・一般質問を平成19年９月 
20日・21日・25日に開会した 
第３回定例会本会議で行いました。 

　
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
各

会
派
を
代
表
す
る
10
名
の
議
員

が
、
区
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
、
区
政
執
行
に
当
た
る

区
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
の
考

え
を
尋
ね
ま
し
た
。 

　
以
下
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。 

代
表
・
一
般
質
問 

区
政
の
現
状
と
将
来
へ
の
施
策
を 

 

た
だ 

自
由
民
主
党 

高
山
　
延
之
　
議
員 

安
全
安
心
な
足
立
区
を
目
指
し 

被
災
地
か
ら
学
ぶ
震
災
対
策
を
！ 

 
区
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
の
た
め

進
行
管
理
を
ど
う
行
う
の
か 

【
問
】
区
長
は
、
二
定
で
「
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
足
立
の
実
現
を
目

指
し
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
」
と
所
信

を
述
べ
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
区

民
と
の
約
束
で
あ
り
、
進
行
管
理
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。 

【
区
長
】
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
私
と

区
民
と
の
約
束
で
あ
り
、
区
の
事
業

と
し
て
推
進
し
て
い
く
の
で
、
行
政

評
価
に
よ
り
、
評
価
や
進
行
管
理
が

行
わ
れ
る
。 

　
ま
た
、
区
民
団
体
か
ら
も
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
評
価
、
進
行
状
況
の
見

守
り
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
の
声

が
届
い
て
い
る
。 

将
来
に
向
け
た
区
民
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
べ
き
だ 

【
問
】
都
区
財
政
調
整
交
付
金
普
通

交
付
金
算
定
額
と
補
正
予
算
案
処
理

後
の
差
額
38
億
円
余
り
は
、
公
債
の

償
還
に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
政
策
経
営
】
早
い
時
期
に
補
正
予

算
を
編
成
し
た
上
で
、
特
別
区
債
の

繰
上
げ
償
還
経
費
に
充
て
、
将
来
に

向
け
た
区
民
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
き
た
い
。 

都
市
農
業
の
継
続
の
た
め
、農
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
が
必
要
で
あ
る 

【
問
】
高
齢
化
す
る
農
家
に
と
っ
て
、

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
労
力
は
欠
か

せ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
派
遣
実
績
と

今
後
の
育
成
計
画
を
伺
う
。 

【
産
業
経
済
】
平
成
15
年
度
か
ら
養

成
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
53
人
を
認
定

し
て
き
た
。
平
成
16
年
度
か
ら
派
遣

を
開
始
し
、
平
成
18
年
度
は
、
農
家

へ
延
べ
168
件
393
人
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ

14
件
61
人
を
派
遣
し
た
。 

　
当
面
、
70
人
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
需
要
に
こ
た
え
て
い
く
。 

認
可
外
保
育
施
策
の
充
実
を
図
る
べ

き
で
あ
る 

【
問
】
保
育
マ
マ
制
度
は
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。 

　
ま
た
、
在
宅
で
子
育
て
す
る
世
帯

に
対
し
て
子
育
て
サ
ロ
ン
を
設
置
し

て
い
る
が
、
利
用
状
況
は
ど
う
か
。 

【
子
育
て
】
保
育
マ
マ
制
度
は
、
今

後
も
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
、
休
暇
を
取
得
し
や
す
く
す
る

代
替
保
育
制
度
等
を
整
備
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
親
同

士
の
交
流
等
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
利
用
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、

平
成
18
年
度
は
、
延
べ
７
万
４
千
667

人
で
あ
る
。
現
在
、
８
ヶ
所
で
あ
る

が
、
２
ヶ
所
の
設
置
も
決
定
し
て
い
る
。 

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
区
の
認
識
は

ど
う
な
の
か 

【
問
】
地
球
温
暖
化
は
、
将
来
へ
の

課
題
で
は
な
く
、
既
に
現
実
問
題
で

あ
る
。
区
の
認
識
は
ど
う
か
。 

【
環
境
】「
未
来
の
危
機
」
で
は
な
く
、

「
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
」
と
認
識
し

て
い
る
。
国
や
都
と
連
携
し
、
温
暖

化
抑
止
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
立

て
を
尽
く
す
こ
と
が
自
治
体
の
責
務

と
考
え
て
い
る
。 

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要

で
あ
る 

【
問
】
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
東

武
線
、
常
磐
線
を
結
節
し
、
環
状
バ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

の
開
業
に
よ
り
、
区
内
の
交
通
不
便

地
域
の
割
合
は
ど
う
な
る
の
か
。 

　
そ
し
て
、
残
る
交
通
不
便
地
域
に

対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
活

用
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
土
木
】
新
駅
開
設
に
伴
い
、
バ
ス

路
線
の
新
設
や
既
存
路
線
の
経
路
変

更
等
を
行
い
、
東
西
方
向
の
バ
ス
路

線
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。 

　
ま
た
、
鉄
道
の
駅
勢
圏
１
㎞
、
バ

ス
停
300
ｍ
圏
を
あ
わ
せ
た
割
合
は
、

バ
ス
路
線
の
再
編
等
に
よ
り
90
％
に

な
る
見
込
み
の
た
め
、
交
通
不
便
地

域
の
割
合
は
、
10
％
程
度
に
な
る
。 

　
バ
ス
路
線
の
拡
充
に
は
、
走
行
環

境
整
備
と
事
業
採
算
性
が
課
題
と
な

る
。
利
用
者
増
が
見
込
め
る
運
行
経

路
の
創
設
等
に
よ
り
、
交
通
不
便
地

域
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。 

公
園
の
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
計
画
は
あ
る
の
か 

【
問
】
当
区
の
公
園
は
、
一
部
の
公

園
を
除
き
ほ
と
ん
ど
閑
散
と
し
て
い

る
。
多
額
の
税
金
を
投
入
し
公
園
を

造
成
・
改
修
す
る
以
上
、
区
主
導
で

は
な
く
地
域
住
民
の
希
望
を
か
な
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
ま
た
、
区
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、

介
護
予
防
運
動
と
し
て
「
パ
ー
ク
で

筋
ト
レ
を
実
施
す
る
」
と
あ
る
。
利

用
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
健

康
遊
具
の
設
置
場
所
は
慎
重
に
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
土
木
】
公
園
の
活
用
状
況
や
区
民

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、「
公
園
再
生
計
画
」

を
作
成
し
て
、
区
民
利
用
の
拡
大
と

満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。 

　
ま
た
、
健
康
遊
具
を
計
画
的
に
配

置
し
、
公
園
の
利
用
拡
大
と
介
護
予

防
を
図
っ
て
い
く
。 

　
な
お
、
花
畑
公
園
を
第
一
号
と
し

て
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。 

学
力
テ
ス
ト
に
関
す
る
一
連
の
不
祥

事
を
ど
う
総
括
す
る
の
か 

【
問
】
学
力
テ
ス
ト
に
関
す
る
一
連

の
事
件
は
、
区
民
に
大
い
な
る
不
信

を
招
い
た
。
当
時
の
責
任
者
の
道
義

的
責
任
は
逃
れ
ら
れ
な
い
。
一
連
の

不
祥
事
を
ど
う
総
括
し
て
い
く
の
か
。 

【
教
育
長
】
９
月
11
日
、
区
教
委
自

身
が
成
績
ア
ッ
プ
を
ね
ら
い
不
正
を

行
お
う
と
し
て
い
た
可
能
性
が
で
て

き
た
、
と
報
じ
ら
れ
た
た
め
、
翌

12
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
当
時
の

関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

す
る
方
針
を
示
し
た
。 

　
子
供
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
区

民
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
す
る
。 

　
ま
た
、
た
と
え
調
査
問
題
の
漏
洩

等
が
無
く
て
も
、
誤
解
を
招
い
た
当

時
の
教
育
委
員
会
事
務
局
の
道
義
的

責
任
を
含
め
、
管
理
運
営
責
任
は
避

け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

緊
急
地
震
速
報
の
活
用
を 

【
問
】
本
年
10
月
１
日
か
ら
、
緊
急

地
震
速
報
が
一
般
へ
提
供
さ
れ
る
が
、

信
頼
度
や
効
果
、
課
題
等
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
区
施
設
や
、
区
内
の
集
客

施
設
等
に
も
警
報
装
置
を
設
置
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
危
機
管
理
】
新
潟
県
中
越
沖
地
震

等
で
、
緊
急
地
震
速
報
の
信
頼
性
と

効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

　
問
題
点
は
、
震
源
地
の
近
く
で
は

警
報
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
や
、

雷
や
事
故
等
に
よ
り
誤
報
が
発
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
課
題
は
、
警
報
受
信
後
、
強
い
揺

れ
が
来
る
ま
で
の
間
の
避
難
行
動
や

誘
導
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
訓
練
に

よ
る
周
知
、
徹
底
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

　
ま
た
、
本
庁
舎
に
１
台
、
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。
他
の
公
共
施
設
も

検
討
し
て
い
く
が
、
区
内
の
集
客
施

設
に
も
設
置
を
働
き
か
け
て
い
く
。 

道
路
沿
い
の
建
築
物
の
耐
震
化
を 

【
問
】
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒

壊
し
た
ビ
ル
が
道
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難

や
救
助
等
に
大
き
な
支
障
と
な
っ
た
。 

防
災
上
重
要
な
道
路
沿
い
に
建
つ
建

築
物
に
は
、
耐
震
化
を
働
き
か
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
建
築
】
平
成
18
年
に
「
建
築
物
の

耐
震
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が

改
正
さ
れ
、
緊
急
輸
送
道
路
沿
い
等

に
建
つ
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
の

耐
震
率
向
上
が
揚
げ
ら
れ
た
。 

　
区
で
も
、「
足
立
区
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
検
討

委
員
会
を
組
織
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
の
協
議
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。 

中
学
生
の
放
課
後
学
習
環
境
整
備
を 

【
問
】
足
立
区
行
財
政
運
営
方
針
で

は
、「
中
学
生
の
放
課
後
の
学
習
環

境
整
備
」
が
示
さ
れ
た
が
、
想
定
し

て
い
る
の
は
何
か
。 

【
教
育
次
長
】
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
民
間
学
習
塾
等
、
地
域
と
の
連

携
や
現
在
あ
る
資
源
の
活
用
が
重
要

　 



認
知
症
の
相
談
体
制
を
整
備
す
べ
き 

【
問
】
認
知
症
に
は
早
期
発
見
、
早

期
診
断
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。

家
族
等
が
ま
ず
相
談
す
る
の
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
が
、

セ
ン
タ
ー
に
は
認
知
症
の
早
期
発
見

の
ツ
ー
ル
が
な
い
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
早
期
発
見
の
相
談
体
制

を
つ
く
る
べ
き
と
思
う
が
、
区
の
見

解
を
伺
う
。 

【
福
祉
】
先
進
地
区
の
事
例
を
研
究

し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

早
期
発
見
の
相
談
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て 

【
問
】
女
性
が
社
会
で
活
躍
し
始
め

る
中
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
は
重

要
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
で
昨
年
「
中

小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
利
用
は
少
な
い
。 

　
中
小
企
業
が
多
い
足
立
区
と
し
て

も
ぜ
ひ
推
進
す
る
と
共
に
、
様
々
な

機
会
等
を
通
し
て
啓
発
を
進
め
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。 

 

予
算
編
成
の
重
点
は
？ 

【
問
】
区
長
は
、
ど
こ
に
重
点
を
お

い
た
予
算
編
成
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
、
障
害
者
施
策
に

つ
い
て
、
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。 

【
区
長
】
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の

完
全
無
料
化
を
10
月
か
ら
実
施
す
る
。

　
妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
の
実
施
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。 

　
高
齢
者
、
障
害
者
支
援
施
策
に
つ

い
て
は
、
各
分
野
別
の
事
業
計
画
に

従
っ
て
、
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。 

来
年
度
以
降
も
耐
震
助
成
の
継
続
を 

【
問
】
区
で
は
、
２
年
間
の
特
例
措

置
で
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
助

成
を
行
っ
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の

区
民
が
居
住
環
境
の
安
全
性
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
、
来
年
度
以
降
も
さ
ら

に
継
続
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
建
築
】「
足
立
区
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
検
討
委

員
会
を
組
織
し
た
。「
耐
震
化
促
進

強
化
期
間
」
に
つ
い
て
は
、
当
面
延

長
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。 

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を 

【
問
】
足
立
区
の
農
産
物
は
、
市
場

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
高
品

質
な
特
産
物
を
「
あ
だ
ち
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
確
立
し
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

と
思
う
が
伺
う
。 

　
ま
た
、
野
菜
の
結
束
テ
ー
プ
に
「
あ

だ
ち
ブ
ラ
ン
ド
」
と
印
刷
す
る
等
の

支
援
を
す
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。 

【
産
業
経
済
】
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て
は
、「
あ
だ
ち
ブ
ラ
ン
ド
」

認
定
作
業
の
中
で
十
分
検
討
し
て
い

く
。
今
後
も
あ
だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ

ン
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
、
出
荷

用
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
印
刷
し
て
い
る

「
め
い
ど
Ｉ
Ｎ
あ
だ
ち
」
の
ロ
ゴ
を

結
束
テ
ー
プ
に
入
れ
る
等
、
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
い
く
。 

ＣＯ
削
減
の
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ
を 

【
問
】
１
人
１
日
１
㎏
CO
削
減
を

区
民
に
明
示
し
、
例
え
ば
「
ワ
ン
ワ

ン
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
等
の
わ
か
り
や
す

い
標
語
で
、
削
減
方
法
等
を
ま
と
め
、

繰
り
返
し
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。 

【
環
境
】
第
二
次
環
境
基
本
計
画
で

CO
削
減
目
標
を
設
定
し
、
多
様
な
運

動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、

取
り
組
み
や
す
い
施
策
を
推
進
し
て

い
く
。
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、
効
果
的

な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
、
区
民
へ
の

周
知
に
努
め
て
い
く
。 

学
力
テ
ス
ト
問
題
の
責
任
を
問
う 

【
問
】
こ
の
度
の
学
力
テ
ス
ト
の
問

題
に
つ
い
て
様
々
な
報
道
が
さ
れ
、

大
き
な
波
紋
を
広
げ
て
し
ま
っ
た
。 

　
区
教
委
と
し
て
こ
の
責
任
を
ど
う

受
け
止
め
、
区
民
や
学
校
現
場
に
は

ど
う
信
頼
回
復
す
る
の
か
伺
う
。 

【
教
育
長
】
学
力
調
査
の
本
来
の
目

的
を
再
確
認
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
態
が
発
生
し
な
い
よ
う
努
力
す

る
こ
と
で
、
責
任
を
全
う
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
学
力
調
査
の
実
施
に
向
け

て
は
、
区
民
や
議
会
、
学
校
の
声
に

謙
虚
に
耳
を
傾
け
て
、
改
め
る
べ
き

は
改
め
、
失
わ
れ
た
信
頼
の
回
復
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
拡
大
を 

【
問
】
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施

校
の
拡
大
と
、
長
期
休
業
期
間
中
の

実
施
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
教
育
事
業
】
現
在
小
学
校
５
校
で

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

来
年
度
は
20
校
の
導
入
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
く
。 

　
ま
た
、
長
期
休
業
期
間
中
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
特
性
等
を
踏
ま
え
た

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
柔

軟
な
運
営
に
努
め
て
い
く
。 

２ 

２ ２ 

私
が
提
案
し
た
「
声
の
選
挙
公
報
」
は
、

ど
の
よ
う
に
実
現
し
た
の
か 

【
問
】
私
が
提
案
し
た
「
声
の
選
挙

公
報
」
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
当

区
で
実
現
し
、
そ
れ
が
全
国
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。 

【
総
務
】
足
立
区
視
力
障
害
者
福
祉

協
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
広
報
課
で

発
行
し
て
い
る
「
声
の
広
報
」
と
同

じ
ル
ー
ト
で
実
現
し
た
。 

　
そ
の
成
果
が
、
マ
ス
コ
ミ
、
障
害

者
団
体
等
を
通
じ
、
総
務
省
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
参
議
院
議
員
選
挙

で
の
実
現
に
結
び
つ
い
た
。 

投
票
所
入
口
の
小
さ
な
段
差
等
を
解

消
す
べ
き
で
あ
る 

【
問
】
投
票
所
の
入
口
に
、
小
さ
な

段
差
が
あ
る
だ
け
で
も
、
車
椅
子
で

越
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
す
べ

て
の
投
票
所
の
段
差
を
解
消
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
門
扉
を
留
め
る
た
め
の
出
っ

張
り
に
足
を
引
っ
か
け
る
人
も
多
い

の
で
、
三
角
コ
ー
ン
を
乗
せ
る
等
の

対
応
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
総
務
】
各
投
票
所
の
小
さ
な
段
差

や
出
っ
張
り
は
、
投
票
所
の
設
営
時

に
調
査
し
解
消
す
る
よ
う
、
全
投
票

所
の
主
任
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
資
機
材
を
準
備
す
る
。 

悪
質
商
法
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る

た
め
区
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か 

【
問
】
今
年
８
月
に
、
竹
の
塚
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
一
口
会

と
い
う
団
体
が
勉
強
会
と
称
し
た
会

合
を
開
き
、
周
辺
地
域
に
参
加
を
呼

び
か
け
る
ビ
ラ
を
配
布
し
た
。 

　
一
口
会
が
紹
介
・
勧
誘
し
て
い
る

キ
ン
グ
ス
レ
ー
は
、
投
資
会
社
と
し

て
の
実
態
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

【
産
業
経
済
】
ご
質
問
の
企
業
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
確

か
な
情
報
は
得
ら
れ
ず
、
詳
細
な
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
あ
っ
た
。 

　
し
か
し
、
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
巧
妙
化
す
る
手

口
等
に
関
す
る
情
報
を
、
幅
広
く
区

民
に
提
供
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。 

　
今
後
は
、
根
拠
も
無
く
高
配
当
を

う
た
う
出
資
に
は
、
十
分
注
意
す
る

よ
う
消
費
者
に
呼
び
か
け
て
い
く
。 

と
考
え
て
い
る 

　
ま
た
、
中
学
生
の
調
べ
学
習
の
サ

ポ
ー
ト
や
図
書
の
充
実
を
進
め
る
た

め
、
人
材
の
配
置
を
検
討
し
て
い
る
。 

　
学
習
の
場
と
し
て
は
、
学
校
図
書

室
の
整
備
を
想
定
し
て
い
る
。 

公
明
党 

金
沢
　
美
矢
子
　
議
員 
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公
明
党 

　
渕
上
　
隆
　
議
員 

認
知
症
早
期
発
見
・ 

　
　
　
　
早
期
診
断
の
体
制
づ
く
り
を
！ 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
を
！ 



共
産
党 

ぬ
か
が
　
和
子
　
議
員 

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る 

　
　
子
育
て
環
境
の
整
備
を
！ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は 

　
　
　
　
　
抜
本
的
に
見
直
せ 

民
主
党 

お
ぐ
ら
　
修
平
　
議
員 

共
産
党 

浅
子
　
け
い
子
　
議
員 

学
力
テ
ス
ト
問
題
に
対
す
る
区
教
委

の
姿
勢
・
責
任
を
問
う 

【
問
】
学
力
テ
ス
ト
を
巡
る
不
正
は
、

一
学
校
の
問
題
で
な
く
点
数
と
順
位

の
み
に
こ
だ
わ
っ
た
区
教
委
の
姿
勢

が
招
い
た
結
果
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
区
民
と
子
ど
も
た
ち
の
大

き
い
心
の
傷
を
ど
う
認
識
し
、
ど
う

責
任
を
と
る
の
か
伺
う
。 

【
教
育
長
】
子
ど
も
た
ち
や
、
多
く

の
区
民
の
方
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
る
。
調
査
の
上
、
可
能
な
限

り
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
当
時
の
教
育
委
員
会
事
務

局
の
道
義
的
責
任
を
含
め
、
管
理
運

営
責
任
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。 

大
規
模
開
発
に
対
し
慎
重
に
取
り
組

む
姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
か 

【
問
】
区
で
は
５
ヶ
所
同
時
に
大
型

開
発
を
進
め
て
い
る
が
、
開
発
に
伴

い
、
多
額
の
区
財
政
支
出
と
新
た
な

行
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
結
果
と

し
て
開
発
事
業
者
を
優
遇
す
る
こ
と

に
な
る
。
規
制
の
強
化
等
、
慎
重
に

取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
で
は
な
い

か
。 

【
都
市
整
備
】
公
園
や
緑
地
を
整
備

す
る
等
地
区
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
地
元

と
の
意
見
交
換
等
を
踏
ま
え
、
環
境

に
配
慮
し
た
、
区
民
が
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て 

【
問
】
医
療
費
の
か
か
る
年
齢
層
を

切
り
離
し
、
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
保

険
料
が
上
が
り
、
医
療
給
付
は
縮
小

さ
れ
る
。
元
厚
労
省
幹
部
も
「
う
ば

捨
て
山
」
と
批
判
し
て
い
る
。
膨
大

な
事
務
費
を
保
険
料
に
反
映
さ
せ
な

い
仕
組
み
や
、
国
庫
負
担
金
の
増
額
、

都
・
区
か
ら
補
助
を
増
や
す
必
要
性

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
低
所
得
者
へ
の
減
免
措
置
、

機
械
的
に
短
期
証
・
資
格
証
の
発
行

を
し
な
い
等
の
対
応
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。 

【
福
祉
】
東
京
都
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
に
支
払
う
審
査
手
数
料
は
、

補
助
対
象
外
で
あ
る
た
め
保
険
料
に

反
映
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。 

　
財
政
支
援
に
つ
い
て
、
一
都
三
県

の
広
域
連
合
が
国
に
緊
急
要
望
し
た
。 

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応

じ
て
２
・
５
・
７
割
の
軽
減
措
置
が

政
省
令
案
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

　
滞
納
対
策
と
し
て
の
短
期
証
・
資

格
証
の
発
行
は
、
個
々
の
事
情
を
配

慮
し
慎
重
に
行
っ
て
い
く
。 

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
を
は
か
る
べ
き 

【
問
】
介
護
施
設
の
整
備
目
標
を
さ

ら
に
引
き
上
げ
、
特
養
ホ
ー
ム
の
増

設
を
は
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
福
祉
】
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
を
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
進
め
て
い
く
。 

介
護
現
場
で
働
く
人
へ
の
支
援
策
は 

【
問
】
介
護
・
福
祉
分
野
の
人
材
不

足
は
深
刻
。
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ

や
介
護
報
酬
の
改
善
等
を
強
く
求
め

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
国
の
通
達
を
各
事
業
者
に

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
介
護
労
働
者

の
実
態
を
調
査
し
、
支
援
策
を
講
じ

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
福
祉
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振

興
や
広
報
活
動
、
研
修
の
実
施
や
相

談
体
制
の
整
備
等
、
介
護
保
険
者
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。 

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
及
び
結
果

に
よ
る
予
算
配
分
は
や
め
る
べ
き 

【
問
】
①
学
力
テ
ス
ト
結
果
の
公
表

と
、
結
果
で
予
算
に
差
を
つ
け
る
こ
と

を
や
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
②
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

行
き
届
い
た
教
育
を
行
う
た
め
少
人

数
学
級
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

【
教
育
長
】
①
順
位
の
公
表
、
配
付

予
算
へ
の
配
慮
は
、
改
め
る
こ
と
を

前
提
に
検
討
し
て
い
く
。 

【
教
育
次
長
】
②
少
人
数
学
級
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
低
学
年
で
の
実
施

が
効
果
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
。 

北
千
住
駅
東
口
周
辺
ま
ち
づ
く
り 

【
問
】
大
型
店
舗
を
誘
導
す
る
よ
う

な
用
途
地
域
等
の
変
更
は
行
な
う
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
開
発
事
業
は
区
内
業
者
の

仕
事
確
保
と
す
る
こ
と
。
補
助
191
号

線
代
替
道
路
は
、
開
発
者
負
担
で
行

な
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
市
街
地
】
商
業
系
の
用
途
地
域
へ

の
変
更
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

　
区
画
街
路
の
整
備
は
、
区
内
業
者

が
確
実
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
区
施

行
に
変
更
し
て
い
る
。
街
路
部
分
の

開
発
者
負
担
割
合
を
34.6
％
と
し
、

事
業
用
代
替
地
を
区
へ
無
償
譲
渡
す

る
等
の
協
力
を
得
て
い
る
。 

  

子
育
て
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
の
さ
ら
な

る
充
実
・
改
善
を 

【
問
】
未
加
盟
の
商
店
も
多
い
の
で
、

利
用
者
数
、
利
用
者
や
商
店
街
の
意

見
等
を
調
査
し
、
よ
り
一
層
制
度
の

充
実
・
改
善
に
努
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。 

【
産
業
経
済
】
９
月
13
日
現
在
、
協

賛
店
は
558
店
で
あ
る
。
様
々
な
広
報

媒
体
を
活
用
し
な
が
ら
加
盟
の
呼
び

掛
け
を
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、

事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。 

小
児
救
急
医
療
病
院
の
増
設
を 

【
問
】
24
時
間
子
ど
も
の
命
を
守
る

こ
と
の
出
来
る
、
小
児
救
急
医
療
病

院
を
増
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
衛
生
】
小
児
科
医
確
保
が
極
め
て

難
し
い
こ
と
、
都
保
健
医
療
計
画
の

基
準
病
床
数
の
関
係
等
か
ら
、
病
院

の
増
設
誘
導
は
困
難
な
状
況
に
あ
る

と
考
え
る
。 

自
然
環
境
学
習
の
場
の
充
実
を 

【
問
】
本
格
的
な
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園

を
増
設
し
、
ま
た
自
然
保
護
地
域
と

し
て
、
都
民
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
に
指
定
し
て
は
ど
う
か
。 

【
土
木
】
桑
袋
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
や
、
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【
区
民
】
区
で
は
「
働
き
や
す
い
環

境
が
企
業
を
伸
ば
す
」
と
い
う
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
２
千
部
作
成
し
、
国
の

助
成
金
制
度
を
周
知
し
た
。
今
後
、

よ
り
積
極
的
に
啓
発
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
21
世
紀
職
業
財
団
と
共
催

し
、
説
明
会
を
今
年
中
に
２
地
区
で

開
催
す
る
。
内
容
は
「
中
小
企
業
子

育
て
支
援
助
成
金
」「
両
立
支
援
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
助
成
金
」「
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
均
衡
待
遇
推
進
助
成
金
」
等

を
予
定
し
て
い
る
。 

公
明
党 

い
い
く
ら 
昭
二
　
議
員 

公
会
計
改
革
を
！ 

千
住
地
域
に
フ
ッ
ト
サ
ル 

　
　
　
　
　
コ
ー
ト
の
充
実
を
！ 

コ
ス
ト
を
意
識
し
た
区
政
運
営
を
！ 

【
問
】
事
業
別
の
コ
ス
ト
が
明
確
に

な
り
、
情
報
公
開
も
出
来
る
事
業
別

財
務
諸
表
を
作
成
し
、
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

区
政
運
営
に
活
用
で
き
る
と
思
う
が
、

区
の
見
解
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、

事
業
毎
、
時
間
毎
の
コ
ス
ト
を
明
確

に
で
き
、
包
括
予
算
に
反
映
で
き
る

と
思
う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
政
策
経
営
】
事
業
の
執
行
に
あ
た

り
、
事
業
別
財
務
諸
表
が
有
効
で
あ

り
、
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

新
し
い
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
は
、
行

政
評
価
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
て

構
築
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　
区
は
財
務
報
告
書
で
主
な
施
設
や

事
業
の
経
費
と
財
源
を
示
し
て
い
る
。

コ
ス
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
大

変
有
効
と
考
え
る
。
財
務
会
計
に
お

い
て
、
様
々
な
切
り
口
で
コ
ス
ト
比

較
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。 

千
住
地
域
に
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
の

設
置
を
！ 

【
問
】
千
住
地
域
に
も
フ
ッ
ト
サ
ル

競
技
が
可
能
な
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
小
・

中
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
生
じ
た
跡

地
等
に
活
路
を
見
出
せ
る
と
思
う
が
、

区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
教
育
事
業
】
区
施
設
の
更
新
は
区

政
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
手
法
や
資

金
調
達
等
、
多
面
的
か
つ
具
体
的
な

検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
年
度
内
を

目
途
に
施
設
再
配
置
の
具
体
的
な
考

え
方
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。 

過
度
の
競
争
あ
お
る 

　
学
力
テ
ス
ト
を
や
め
、 

　
　
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
教
育
を 
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都
市
農
業
公
園
、
荒
川
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
自
然
学
習
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
既
存
施
設
の

充
実
を
図
り
、
自
然
の
大
切
さ
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
都
民
ゴ
ル
フ
場
跡
地
で
、

メ
ダ
カ
等
絶
滅
危
惧
種
が
見
つ
か
っ

た
が
、
外
来
種
も
多
く
自
然
体
系
の

変
化
が
認
め
ら
れ
る
。 

　
今
後
は
、
治
水
や
安
全
対
策
を
進

め
、
自
然
環
境
創
出
の
モ
デ
ル
に
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
乗
降
客
増

に
は
舎
人
公
園
の
施
設
整
備
が
重
要 

【
問
】
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の

乗
降
客
増
加
に
は
、
舎
人
公
園
の
整

備
が
重
要
で
あ
る
。
災
害
時
に
も
応

用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
施
設
や
、

野
外
音
楽
堂
の
設
置
等
、
都
に
強
く

働
き
か
け
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
土
木
】
都
に
対
し
公
園
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
の
様
々
な
要
望
を
し

て
き
た
が
、
今
後
も
実
現
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。 

行
政
の
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
と 

　
安
心
の
医
療
制
度
改
革
を
！ 

民
主
党 

米
山
　
や
す
し
　
議
員 

区
民
の
声
が
届
か
な
く
な
る
？ 

【
問
】
来
年
１
月
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
が
開
設
さ
れ
る
が
、
区
民
の
声
が
、

区
長
や
権
限
を
持
つ
職
員
に
届
か
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
ま
た
、
児
童
虐
待
や
い
じ
め
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
の
方
が
急
務
で
は
な
い
か
。 

【
政
策
経
営
】
区
民
か
ら
の
苦
情
等

は
、
区
政
相
談
課
へ
引
継
ぎ
、
区
長

等
へ
伝
わ
る
仕
組
み
に
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
児
童
虐
待
は
、
警
察
や
、

24
時
間
体
制
の
東
京
都
児
童
セ
ン
タ

ー
等
と
連
携
し
て
対
応
し
、
い
じ
め

は
、
全
国
統
一
24
時
間
い
じ
め
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
等
で
相
談
に
応
じ
て
い
く
。 

「
医
療
」
分
野
の
施
策
を
問
う 

【
問
】
医
療
制
度
改
革
で
、
療
養
病

床
の
削
減
が
始
ま
っ
た
。
医
療
法
人

に
、
老
健
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

転
換
を
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
福
祉
】
国
が
地
域
ケ
ア
体
制
整
備

の
基
本
方
針
を
示
し
、
都
も
こ
の
秋

を
目
途
に
策
定
を
進
め
て
い
る
。
区

は
、
そ
の
考
え
を
基
本
に
、
転
換
後

の
施
設
が
施
設
入
所
希
望
者
の
受
け

皿
と
な
る
よ
う
誘
導
し
て
い
く
。 

 

補
正
予
算 

決
　
　
算 

認
定
し
た
議
案 

可
決
し
た
議
案 

          

◇
平
成
18
年
度
足
立
区
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算 

◇
平
成
18
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算 

◇
平
成
18
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算 

◇
平
成
18
年
度
足
立
区
老
人
保
健
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算 

（
４
会
計
決
算
の
内
容
は
８
頁
に
掲
載
） 

      

◇
平
成
19
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
39
億
３
千
729
万

１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
千
244
億

７
千
579
万
１
千
円
と
す
る
も
の 

◇
平
成
19
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
５
千
788
万

２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
339
億
５
千

461
万
１
千
円
と
す
る
も
の 

   

◇
足
立
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行

為
等
許
可
申
請
手
数
料
を
改
定
す

る
と
と
も
に
、
租
税
特
別
措
置
法

の
改
正
に
伴
う
規
定
整
備
並
び
に

温
泉
法
の
改
正
に
伴
う
事
務
手
数

料
の
新
設
及
び
規
定
整
備
を
す
る

も
の 

◇
足
立
区
納
税
貯
蓄
組
合
補
助
金
交

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
る
納
税
貯
蓄
組

合
法
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の 

◇
足
立
区
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利

用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

　
廃
棄
物
処
理
手
数
料
を
改
定
す

る
も
の 

◇
足
立
区
保
育
所
の
保
育
の
実
施
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

　
住
民
税
率
の
改
定
に
伴
い
、
所

得
税
非
課
税
世
帯
の
保
育
料
の
負

担
増
を
軽
減
す
る
も
の 

◇
足
立
区
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

相
談
支
援
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の 

◇
足
立
区
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

　
生
物
園
に
お
い
て
年
間
入
園
券

を
発
行
す
る
も
の 

◇
足
立
区
都
市
景
観
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
審
議
会
の
機
能
を
強
化
し
、
部

会
に
お
け
る
専
門
事
項
の
調
査
審

議
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の 

◇
足
立
区
文
化
芸
術
劇
場
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
足
立
区
文
化
芸
術
劇
場
指
定
管

理
者
選
定
審
査
会
を
附
属
機
関
と

し
て
設
置
す
る
と
と
も
に
、
規
定

を
整
備
す
る
も
の 

   ◇
足
立
区
立
区
民
保
養
所
条
例
を
廃

止
す
る
条
例 

　
　
区
民
保
養
所
を
廃
止
す
る
も
の 

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
あ
り
） 

◇
足
立
区
テ
レ
ビ
電
波
受
信
環
境
整

備
資
金
積
立
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例 

　
テ
レ
ビ
電
波
受
信
環
境
整
備
資

金
積
立
基
金
を
廃
止
す
る
も
の 

   

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

　
目
的
　（
仮
称
）
新
田
公
園
用
地 

　
所
在
　
新
田
三
丁
目
19
番
21
外
１
筆 

　
価
格
　
44
億
５
千
838
万
８
千
500
円 

◇
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
用
パ
ソ
コ
ン

及
び
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
購
入
に
つ

い
て 

　
契
約
金
額
　
３
千
990
万
円 

　
相
手
方
　
　
富
士
電
機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ

　
　
　
　
　
　
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社 

　
契
約
方
法
　
指
名
競
争
入
札 

    
◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て 

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
油
井

久
仁
子
氏
、
江
川
勝
氏
を
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
た
め
、
区
長
か
ら

議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
は
こ
れ
に
対
し
、
異
議
な
い

も
の
と
答
申
し
ま
し
た
。 

    

◇
損
害
賠
償
の
額
の
決
定 

　
相
手
方
ら
が
区
立
大
境
公
園
内

の
タ
イ
ヤ
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
タ
イ
ヤ
ブ
ラ
ン
コ
が

地
面
に
落
下
し
、
相
手
方
ら
が
地

面
に
投
げ
出
さ
れ
、
胸
部
打
撲
等

の
傷
害
を
負
っ
た
事
故
に
係
る
損

害
賠
償
の
額
（
４
万
７
千
402
円
）

の
決
定 

◇
放
棄
し
た
債
権
の
報
告
に
つ
い
て 

　
足
立
区
の
債
権
の
管
理
等
に
関

す
る
条
例
第
14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

区
の
債
権
に
つ
い
て
放
棄
し
た
も
の 

      

◇
足
立
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

　
低
額
の
所
得
で
生
活
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
区
民
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
特
別
区
民
税
の
減
免

制
度
の
拡
充
を
図
る
も
の 

　（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り 

否
決
に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
あ
り
） 

       

◇
悪
質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
割

賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め

る
意
見
書
を
政
府
等
に
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の

陳
情 

◇
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
を
求

め
る
意
見
書
を
政
府
等
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
旨
の
陳
情 

◇
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
お
け

る
精
神
障
害
者
の
負
担
の
軽
減
等

を
求
め
る
陳
情 

◇
機
構
（
公
団
）
住
宅
居
住
者
の
居

住
の
安
定
に
関
す
る
意
見
書
採
択

を
求
め
る
請
願 

   

◇
東
部
工
事
事
務
所
庁
舎
存
続
に
つ

い
て
の
請
願 

　
―
請
願
の
趣
旨
に
沿
い
か
ね
る 

◇
唯
一
の
区
民
保
養
所
、
湯
河
原
あ

だ
ち
荘
の
存
続
を
求
め
る
陳
情 

　
―
陳
情
の
趣
旨
に
沿
い
か
ね
る 

◇
東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
構
内
「
伊

勢
崎
線
第
38
号
踏
切
」
に
お
け
る

車
両
通
行
規
制
の
実
施
を
求
め
る

陳
情 

　
―
陳
情
の
趣
旨
に
沿
い
か
ね
る 

               

議
決
結
果 

そ
の
他
の
議
案 

報
　
　 

告 

議
員
提
出
議
案 

 

否
決
し
た
も
の 

採
択
と
し
た
も
の 

不
採
択
と
し
た
も
の 

み
な
さ
ん
か
ら
の

み
な
さ
ん
か
ら
の 

 

み
な
さ
ん
か
ら
の 

 

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

第
３
回 

定
例
会
で
の 

条
例
の
一
部
改
正 

 

条
例
の
廃
止 

  



意
見
書

意
見
書（
要
旨
）

要
旨
） 

      

　
今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
は

次
の
と
お
り
で
す
。
意
見
書
は
関
係

機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。 

   

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以

上
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
新
た

な
医
療
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う
保
険
料
負

担
の
軽
減
を
は
じ
め
、
被
保
険
者
に

対
す
る
制
度
の
十
分
な
周
知
な
ど
更

な
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
及

び
東
京
都
に
対
し
、
後
期
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
と
安
定
し

た
財
政
運
営
を
目
指
す
た
め
、
下
記

事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。 

        

記 

１
　
後
期
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
（
健

診
）
事
業
に
つ
い
て
、
医
療
費
抑

制
や
、
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
大

変
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
区
市
町

村
国
保
に
お
け
る
特
定
健
診
と
同

様
の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。 

２
　
新
た
な
医
療
制
度
が
区
民
に
理

解
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
意
義
を

含
め
、
早
急
に
周
知
す
る
こ
と
。 

３
　
政
府
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た

め
、
療
養
給
付
に
対
す
る
定
率
交

付
に
つ
い
て
12
分
の
４
を
確
保
す

る
こ
と
。
ま
た
、
広
域
連
合
間
の

所
得
格
差
を
調
整
す
る
「
調
整
交

付
金
」
に
つ
い
て
は
、
別
枠
で
調

整
額
を
確
保
す
る
こ
と
。 

（
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て
） 

 

  

　
経
済
産
業
省
の
産
業
構
造
審
議
会

割
賦
販
売
分
科
会
基
本
問
題
小
委
員

会
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
の
防
止
と

取
引
適
正
化
に
向
け
て
割
賦
販
売
法

の
改
正
に
関
す
る
審
議
を
進
め
て
お

り
、
本
年
秋
に
は
法
改
正
の
方
向
性

が
示
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
割
賦
販
売
法
改
正

に
あ
た
り
下
記
事
項
を
実
現
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る 

記 

１
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
、
顧
客
の

支
払
い
能
力
を
超
え
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
、

具
体
的
な
与
信
基
準
を
伴
う
実
効

性
あ
る
規
制
を
行
う
こ
と
。 

２
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
は
、
悪
質

販
売
行
為
等
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
、
加
盟
店

を
調
査
す
る
義
務
だ
け
で
な
く
、

販
売
契
約
が
無
効･

取
消･

解
除

と
な
る
と
き
は
、
既
払
金
の
返
還

義
務
を
含
む
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の

共
同
責
任
を
規
定
す
る
こ
と
。 

３
　
１
〜
２
回
払
い
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
を
適
用
対
象
に
含
め
、
政
令

指
定
商
品
制
を
廃
止
す
る
こ
と
に

よ
り
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
適
用
対
象
と
す

る
こ
と
。 

４
　
個
品
方
式
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業

者
（
契
約
書
型
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
に

つ
い
て
、
登
録
制
を
設
け
、
契
約

書
面
交
付
義
務
及
び
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
を
規
定
す
る
こ
と
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
あ
て
） 

  

 

　
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に

関
す
る
条
例
に
お
い
て
、
障
害
要
件

と
し
て
精
神
保
健
手
帳
は
認
定
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
が
給
付
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

現
状
で
あ
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
に
関
す
る
条
例
に
、
精
神
保
健

手
帳
の
障
害
要
件
を
追
加
し
、
都
区

財
政
調
整
交
付
金
に
算
定
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

（
東
京
都
知
事
あ
て
） 

   　「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ
り
、

今
ま
で
精
神
障
害
者
の
通
院
医
療
費

公
費
負
担
の
認
定
の
有
効
期
間
が
２

年
で
あ
っ
た
も
の
が
、
１
年
に
短
縮

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
ま
た
、
自
立
支
援
医
療
の
申
請
に

必
要
な
医
師
の
診
断
書
が
無
料
と
な

る
規
定
が
精
神
通
院
医
療
に
は
な
い

た
め
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
精
神
障
害
者
及
び

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
下
記
事
項
の
早
期
実

現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

記 

１
　
自
立
支
援
医
療
制
度
の
認
定
の

有
効
期
間
を
、
２
年
に
延
長
す
る

こ
と
。 

２
　
自
立
支
援
医
療
の
申
請
に
必
要

な
診
断
書
は
、
指
定
医
療
機
関
か

ら
無
料
で
交
付
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
） 

 

  

　
本
年
６
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
規
制
改
革
推
進
の
た
め
の
３
ヵ

年
計
画
」
は
、
都
市
再
生
機
構
の
賃

貸
住
宅
事
業
に
関
し
て
、
現
在
の
77

万
戸
の
規
模
は
過
大
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
譲
渡
な

ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
な
ど
、

６
項
目
に
つ
い
て
結
論
を
出
し
、
速

や
か
に
措
置
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
及

び
都
市
再
生
機
構
に
対
し
、
居
住
者

の
居
住
の
安
定
を
図
る
た
め
、
下
記

事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。 

        

記 

１
　
全
会
派
が
賛
成
し
た
都
市
再
生

機
構
法
付
帯
決
議
を
は
じ
め
、
国

会
諸
決
議
に
反
す
る
決
定
を
行
わ

ず
、
決
議
を
誠
実
に
守
り
そ
の
実

現
に
努
め
る
こ
と
。 

２
　
都
市
再
生
機
構
住
宅
が
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
公
共

住
宅
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
そ
の

充
実
に
努
め
る
こ
と
。 

３
　
都
市
再
生
機
構
は
、
居
住
者
の

高
齢
化
や
収
入
低
下
の
実
態
に
配

慮
し
て
、
現
行
の
家
賃
制
度
及
び

改
定
ル
ー
ル
を
再
検
討
す
る
こ
と
。 

４
　
都
市
再
生
機
構
は
、
居
住
者
の

同
意
の
な
い
住
棟
・
団
地
の
売
却

を
行
わ
ず
、
建
替
え
に
当
た
っ
て

は
入
居
者
の
安
定
し
た
継
続
入
居

を
保
障
す
る
こ
と
。 

（
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
行
政
改
革
担
当

大
臣
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
理
事
長
あ
て
） 

  

 

　
平
成
15
年
12
月
22
日
に
最
高
裁
は
、

仮
に
国
鉄
が
採
用
候
補
者
名
簿
の
作

成
で
不
当
労
働
行
為
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
国
鉄
若
し
く
は
国
鉄
の
法
的

地
位
を
引
き
継
い
だ
清
算
事
業
団
の

使
用
者
責
任
は
、
免
れ
な
い
と
の
判

断
を
下
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
17
年
９
月
に
は
、
東

京
地
裁
が
、「
鉄
建
公
団
訴
訟
」
判

決
で
、
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
こ 

と
を
認
め
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解

決
に
向
け
て
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
請

す
る
も
の
で
あ
る
。 

（
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
あ
て
） 

 

  
　
２
０
０
７
年
版
中
小
企
業
白
書
に

よ
る
と
、
昨
年
の
企
業
全
体
の
社
長

交
代
率
は
3.08
％
と
過
去
最
低
を
記
録

し
た
。
従
業
員
規
模
別
で
は
、
規
模

が
小
さ
い
ほ
ど
社
長
交
代
率
が
低
下

す
る
傾
向
に
あ
り
、
小
規
模
企
業
に

お
け
る
事
業
承
継
の
難
し
さ
を
示
し

て
い
る
。 

　
ま
た
、
年
間
廃
業
29
万
社
（
２
０

０
１
〜
２
０
０
４
年
平
均
）
の
う
ち

少
な
く
と
も
４
分
の
１
は
、
後
継
者

の
不
在
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
伴
う
雇
用
の
喪
失
は
毎
年
20
〜

35
万
人
と
も
言
わ
れ
、
雇
用
情
勢
に

与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
中
小
企
業
の
事
業

承
継
円
滑
化
の
た
め
、
下
記
事
項
の 

早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

る
。 

記 

１
　
非
上
場
株
式
等
に
係
る
相
続
税

の
減
額
措
置
に
つ
い
て
、
抜
本
的

な
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
。 

２
　
非
上
場
株
式
の
相
続
税
法
上
の 

        

　
評
価
制
度
に
つ
い
て
、
合
理
的
な

評
価
制
度
の
構
築
を
図
る
こ
と
。 

３
　
相
続
税
納
税
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。 

４
　
税
制
面
の
み
な
ら
ず
、
情
報
面
、

金
融
面
、
法
制
面
な
ど
、
総
合
的

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済
産
業
大

臣
あ
て
） 

（
以
上
７
件
、
10
月
19
日
議
決
） 

平成19年（2007年） 11月19日 第 223 号（6） 足 立 区 議 会 だ よ り  

今
定
例
会
で
可
決
し
た

今
定
例
会
で
可
決
し
た 
今
定
例
会
で
可
決
し
た 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
円
滑
か
つ 

適
切
な
移
行
を
求
め
る
意
見
書 

 

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に 

関
す
る
意
見
書 

 

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
関
す
る
都
区
財
政 

調
整
交
付
金
の
算
定
に
精
神
保
健
手
帳
の 

障
害
要
件
の
追
加
を
求
め
る
意
見
書 

 

自
立
支
援
医
療
制
度
に
お
け
る 

精
神
障
害
者
の
負
担
の
軽
減
等
を 

求
め
る
意
見
書 

 
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構 

住
宅
（
旧
公
団
住
宅
）
居
住
者
の 

居
住
の
安
定
に
関
す
る
意
見
書 

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決 

を
求
め
る
意
見
書 

 中
小
企
業
の
事
業
承
継
円
滑
化
の 

た
め
の
税
制
改
正
を
求
め
る
意
見
書 

●意見の分かれた案件 〇=賛成 　×=反対 

会派名及び結果 
議　案 足立区議会 

自由民主党 
 

足立区議会 
公　明　党 

日本共産党 
足立区議団 

足立区議会 
民　主　党 

○ ○ × ○ 
○ ○ × ○ 
○ ○ × ○ 
○ ○ × ○ 
○ ○ × ○ 
○ ○ × ○ 
× × ○ × 

原案認定 

原案認定 

原案認定 

原案可決 

 原案可決 

原案可決 

原案否決 

会 派 名  結 

果 

●特別区道路線の認定  

梅 田 六 丁 目 地 内  

千 住東二丁目、千住曙町地内 

121.49 

 

4 .50

所在地 

 

幅員（ｍ） 

 

延長（ｍ） 

 

平成１８年度足立区一般会計歳入歳出決算  

平成１８年度足立区国民健康保険特別会計歳入歳出決算  

平成１８年度足立区介護保険特別会計歳入歳出決算  

平成１９年度足立区一般会計補正予算（第２号）  

足立区立区民保養所条例を廃止する条例  

足立区廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正する条例  

足立区特別区税条例の一部を改正する条例（議員提出議案）  

☆上記の各路線の略図は、区議会ホームページでご覧いただけます。  

①41.88 
②92.01

①6.00 
②6.03～6.48

●特別区道路線の廃止 

千 住 東 二 丁 目 地 内  

千住桜木一丁目、千住緑町三丁目地内 

85.71 

12 .77

1 .82 

2 .72

●区管理通路路線の設置  

江 北 二 丁 目 地 内 32.25  2 .73～2.81
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あかし  幸子 
委　員 

渡辺 ひであき 
委　員 

鈴木  あきら 
委　員 

大島  芳江 
委　員 

　
平
成
18
年
度
は
、
鈴
木
前
区
長
２

期
８
年
の
総
決
算
の
年
で
あ
る
と
同

時
に
、「
協
働
」
を
基
本
理
念
と
す

る
基
本
構
想
と
、
こ
れ
を
具
体
化
す

る
基
本
計
画
２
年
目
で
あ
り
、「
行

政
評
価
制
度
」、「
第
二
次
構
造
改
革

戦
略
行
動
計
画
」
に
沿
っ
た
区
政
運

営
が
行
わ
れ
た
年
度
で
あ
っ
た
。 

　
ま
た
、
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

の
平
成
19
年
度
開
業
も
確
実
と
な
り
、

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
安
定

経
営
や
「
は
る
か
ぜ
」
の
増
設
に
よ

り
、
交
通
網
の
整
備
が
着
実
に
進
ん

だ
。
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化
の

早
期
実
現
に
も
、
区
民
、
議
会
、
執

行
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
国
や
都
に

要
請
活
動
を
行
い
、
将
来
に
備
え
て

積
み
立
て
を
行
う
等
、
積
極
的
な
対

応
が
行
わ
れ
た
。 

　
次
に
、
主
要
施
策
で
は
、「
人
間

力
と
文
化
力
を
育
み
活
力
あ
ふ
れ
る

文
化
都
市
」、「
自
己
進
化
す
る
協
働

型
自
治
体
」
等
の
分
野
別
に
予
算
編

成
が
行
わ
れ
、
区
民
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
す
る
体
制
が
定
着
し
た
。 

　
財
務
状
況
は
、
平
成
18
年
度
普
通

会
計
決
算
の
形
式
収
支
が
82
億
７
千

200
万
円
で
、
30
億
８
千
900
万
円
の
増
、

実
質
収
支
は
77
億
１
千
500
万
円
の
黒

字
と
な
り
、
引
き
続
き
良
好
な
水
準

を
維
持
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
経
常
収
支
は
5.7
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
、
72.8
％
と
な
っ
た
。
区
税
収

入
は
、
税
制
改
正
も
あ
り
、
平
成
17

年
度
に
続
き
増
収
で
、
対
前
年
度
比

7.2
％
、
25
億
円
増
と
な
っ
た
。 

　
し
か
し
、
自
主
財
源
の
確
保
と
い

う
点
で
は
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
国
庫
支
出
金
、
都
支
出
金
、
財

政
調
整
交
付
金
へ
の
依
存
度
が
高
い

現
実
は
否
め
な
い
。 

　
今
後
、
さ
ら
に
扶
助
費
等
の
義
務

的
経
費
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
中
、

公
共
施
設
の
更
新
需
要
等
か
ら
、
引

き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む

よ
う
要
望
す
る
。 

　
な
お
、
学
力
調
査
を
め
ぐ
る
一
連

の
問
題
は
、
区
政
運
営
上
の
責
任
の

所
在
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
あ
ら
た

め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
問
題
を
教
訓
に
さ
ら
な
る
区
政

進
展
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
最
後
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
我
が
党
委
員
の

提
案
お
よ
び
要
望
事

項
を
尊
重
し
、
そ
の

実
現
に
努
力
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

　
平
成
18
年
度
は
「
協
働
で
く
ら
し

と
文
化
と
産
業
を
育
む
予
算
」
と
し

て
基
本
計
画
の
４
つ
の
分
野
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
に
よ
り
、

新
た
な
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。 

　
歳
入
で
は
税
制
改
正
に
よ
り
、
特

別
区
民
税
が
前
年
度
比
25
億
円
の
増
、

都
区
財
政
調
整
交
付
金
は
１
千
10
億

円
と
な
っ
た
。
歳
出
で
は
、
義
務
的

経
費
は
前
年
比
人
件
費
で
0.2
ポ
イ
ン

ト
減
と
な
っ
た
が
、
扶
助
費
は
598
億

円
で
10
億
円
の
増
と
な
り
、
引
き
続

き
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
赤
字
補
て
ん
が
103
億
円
に
達
し
、

一
層
の
徴
収
努
力
が
必
要
で
あ
る
。 

　
今
後
、
小
・
中
学
校
等
の
建
て
替

え
時
期
を
迎
え
、
さ
ら
に
、
特
別
区

債
残
高
は
１
千
101
億
円
と
23
区
で
は

一
番
多
く
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
竹
ノ
塚
駅
付
近

鉄
道
高
架
化
の
早
期
実
現
に
向
け
、

基
金
の
積
立
て
や
、
旧
竹
の
塚
北
小

学
校
跡
地
に
障
害
者
の
入
所
施
設
の

開
設
等
、
数
々
の
施
策
を
実
施
し
た
。

　
そ
し
て
、
４
月
に
は
東
京
芸
術
セ
ン

タ
ー
、
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
９
月
に
は
東
京
芸
術
大
学
千
住

キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
学
し
た
。 

　
ま
た
、
あ
だ
ち
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
等
、
雇
用
・
就

労
の
窓
口
が
集
約
さ
れ
、
区
民
の
自

立
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
、
区
が

大
き
く
発
展
を
と
げ
た
年
で
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
今
後
高
齢
化
が
進
み
、

介
護
保
険
料
や
医
療

費
の
増
大
が
予
測
さ
れ
、

予
防
重
視
に
よ
る
負

担
額
の
抑
制
と
、
健

康
で
長
生
き
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
抜
本
的
に
行
う
こ

と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
学
力
テ
ス
ト
問
題
で
は
、

原
因
と
責
任
を
明
確
に
し
、
真
に
学

力
向
上
を
図
り
「
子
ど
も
達
の
幸
せ

の
た
め
の
教
育
」
に
焦
点
を
あ
て
、

人
間
力
向
上
に
努
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。 

　
最
後
に
、
本
決
算
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
我
が
党
の
委
員
か
ら
、
防

災
対
策
、
障
害
者
対
策
、
高
齢
者
対

策
、
子
育
て
支
援
、
教
育
等
、
多
く

の
提
案
、
要
望
、
指
摘
し
た
事
項
に

つ
い
て
、
区
民
の
声
と
し
て
真
摯
に

受
け
止
め
、
区
政
執
行
に
努
め
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。 

 

'06
年
度
は
、
定
率
減
税
の
半
減
、

65
歳
以
上
の
非
課
税
限
度
額
の
廃
止

等
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
区
民
は

28
万
２
千
人
、
収
入
は
変
わ
ら
な
い

の
に
非
課
税
か
ら
課
税
に
な
っ
た
人

は
１
万
３
千
人
に
も
及
ん
だ
。
こ
れ

に
連
動
し
て
介
護
保
険
料
や
国
民
健

康
保
険
料
、
公
営
住
宅
家
賃
が
上
が

る
人
や
、
区
の
81
事
業
で
負
担
増
や

施
策
か
ら
排
除
さ
れ
る
人
も
出
た
。 

　
ま
た
、
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
、

給
付
の
削
減
や
、
介
護
保
険
料
改
定

で
基
準
額
が
1.36
倍
値
上
げ
さ
れ
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
負
担
増
も

実
施
さ
れ
た
。
著
し
く
収
入
が
減
少

し
た
区
民
に
対
し
、
地
方
税
法
で
認

め
ら
れ
て
い
る
減
免

制
度
の
拡
充
や
、
来

年
度
予
定
の
保
育
料

値
上
げ
を
中
止
せ
ず
、

区
の
融
資
の
改
悪
に

よ
り
不
況
で
苦
し
む
中
小
業
者
へ
の

融
資
実
績
も
減
っ
た
。 

　「
３
Ｒ
」
や
地
球
温
暖
化
対
策
に

逆
行
す
る
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の

モ
デ
ル
実
施
を
行
い
、
東
京
芸
術
セ

ン
タ
ー
の
無
駄
遣
い
等
、
区
民
の
願

い
に
背
を
向
け
て
い
る
。 

　
区
財
政
は
、
増
税
に
よ
る
増
収
、

区
民
の
負
担
増
に
よ
る
歳
出
削
減
で

潤
い
、
積
立
金
に
206
億
円
も
ま
わ
し

た
。
た
め
込
み
金
は
641
億
円
、
23
区

中
第
３
位
と
な
り
、
決
算
剰
余
金
は

77
億
円
余
と
な
っ
た
。
こ
の
財
源
は
、

区
民
の
た
め
に
有
効
に
使
う
べ
き
だ
。  

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
特
定
健

診
に
つ
い
て
は
、
命
と
健
康
を
守
る

立
場
を
貫
き
、
青
年
雇
用
対
策
や
商

店
支
援
等
も
考
え
る
べ
き
だ
。 

　
学
力
テ
ス
ト
の
不
正
問
題
は
、
強

引
に
進
め
た
教
育
改
革
の
結
果
で
あ

り
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
教
員
の
良

心
ま
で
傷
つ
け
て
い
る
。
真
の
教
育

改
革
は
、
少
人
数
学
級
の
実
現
に
向

け
て
こ
そ
必
要
と
考
え
る
。 

 

我
が
党
は
、
介
護
保
険
料
の
据
え

置
き
や
、
「
痛
み
や
わ
ら
げ
手
当
」

を
支
給
す
る
こ
と
等
を
提
案
し
て
き

た
が
、
今
決
算
審
議
に
よ
り
改
め
て

実
現
可
能
だ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。 

 

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
は
、
保

険
料
の
値
上
げ
に
よ
る
負
担
増
と
利

用
抑
制
が
大
き
く
高
齢
者
を
襲
い
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
は
、

均
等
割
の
値
上
げ
で
所
得
が
低
い
人

ほ
ど
負
担
が
重
く
な
っ
て
お
り
、
到

底
認
定
で
き
る
内
容
で
は
な
い
。 

　
我
が
国
は
、
小
泉

政
権
時
代
の
負
の
財
産
、

格
差
拡
大
問
題
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
問
題
な

ど
に
悩
ま
さ
れ
、
そ

の
後
、
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
、

安
倍
前
総
理
は
、
突
然
政
権
を
投
げ

出
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
国
民
は
、
雇

用
不
安
、
年
金
不
安
も
あ
る
一
方
、

原
油
高
に
よ
る
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
や

社
会
保
障
費
の
負
担
増
等
が
、
家
計

を
圧
迫
し
て
苦
し
い
状
況
に
あ
る
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
18
年
度
決

算
は
、
鈴
木
前
区
長
が
財
政
再
建
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
で

あ
り
、
100
％
満
足
と
は
言
え
な
い
が
、

全
体
と
し
て
は
評
価
す
る
。 

　
特
に
、
竹
の
塚
鉄
道
立
体
化
資
金

積
立
基
金
へ
の
10
億
円
余
の
積
立
、

子
育
て
サ
ロ
ン
の
増
設
を
は
じ
め
、

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

知
的
障
害
者
入
所
施
設
の
開
設
助
成
、

地
域
の
防
犯
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
企
業
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
に
よ
る
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
小
・
中
学

校
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
師
の
配

置
等
は
高
く
評
価
す
る
。 

　
し
か
し
、
区
税
の
み
な
ら
ず
国
民

健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
不
納

欠
損
額
計
34
億
円
余
、
収
入
未
済
額

計
140
億
円
余
に
対
す
る
処
理
お
よ
び

徴
収
方
法
の
取
り
組
み
や
、
区
の
学

力
テ
ス
ト
で
は
、
２
年
連
続
同
じ
試

験
問
題
で
あ
る
の
に
前
年
と
同
金
額

を
支
払
っ
て
い
る
等
、
不
満
の
残
る

部
分
も
あ
っ
た
。 

　
学
力
テ
ス
ト
調
査
問
題
で
は
、
そ

の
後
の
当
事
者
や
教
育
委
員
会
等
の

あ
い
ま
い
さ
や
対
応
の
悪
さ
が
目
立

ち
、
区
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を
招
い

て
い
る
。
特
に
、
前
教
育
長
と
前
指

導
室
長
の
主
張
の
対
立
は
、
教
育
現

場
の
ト
ッ
プ
に
い
た
方
々
と
し
て
子

ど
も
達
に
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の

か
、
大
き
な
疑
問
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
亀
有
駅
・
北
綾
瀬
駅
の
電

車
の
増
発
問
題
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

調
査
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
本
会
議
で

軽
率
な
答
弁
を
す
る
等
、
執
行
機
関

の
最
近
の
基
本
姿
勢
は
、
お
粗
末
に

な
っ
て
い
る
。 

　
新
し
い
近
藤
区
長
の
も
と
、
区
長

の
言
う
「
チ
ー
ム
足
立
」
を
合
言
葉

に
、
執
行
機
関
は
、
我
が
会
派
か
ら

の
「
住
宅
火
災
警
報
器
の
整
備
」
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、
要
望
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
平
成
20
年
度
予

算
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
申
し
入
れ
る
。 

一般会計 
国民健康保険特別会計 
介護保険特別会計 
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……………………………………………認　定 

…………………………………………………認　定 
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国民健康保険特別会計 
介護保険特別会計 
老人保健医療特別会計 
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主
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質
疑
事
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今
定
例
会
に
区
長
か
ら
、
平
成
18

年
度
「
一
般
会
計
」「
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
」「
介
護
保
険
特
別
会
計
」

「
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
」
の
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
の
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
議
会
は
こ
の
議
案
を
審
査
す
る
た

め
、
９
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
10
月
２
日
に
本
特
別
委
員
会
を
開

会
し
、
新
井
英
生
委
員
長
、
う
す
い

浩
一
副
委
員
長
、
大
島
芳
江
副
委
員

長
を
選
任
し
、
10
月
11
日
ま
で
に
６

日
間
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

  

　
平
成
18
年
度
予
算
は
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
が
は

じ
め
て
予
算
化
さ
れ
、「
魅
力
と
個

性
の
あ
る
美
し
い
生
活
都
市
」「
自

立
し
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
全
都
市
」「
人
間
力
と
文
化
力
を

育
み
活
力
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」「
自

己
進
化
す
る
協
働
型
自
治
体
」
の
４

つ
の
柱
の
も
と
、「
協
働
で
く
ら
し

と
文
化
と
産
業
を
育
む
予
算
」
と
銘

打
ち
編
成
、
執
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
で
２
千
336
億

８
千
485
万
４
千
19
円
、
歳
出
で
２
千

254
億
１
千
290
万
４
千
455
円
と
な
り
、

前
年
比
で
は
、
歳
入
は
2.38
％
増
、
歳

出
は
1.05
％
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
普
通
会
計
決
算
で
は
、
実
質
収
支

は
77
億
円
の
黒
字
で
、
前
年
度
に
比

べ
約
29
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
財
政
運
営
の
弾
力
性
や
健

全
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
72.8

％
と
、
前
年
度
に
比
べ
5.7
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
財
政
調
整
交
付
金
へ
の

依
存
度
は
依
然
と
し
て
高
く
、
特
別

区
税
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
、

今
後
の
行
財
政
運
営
に
お
け
る
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

               

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
歳
入

の
確
保
や
歳
出
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
教
育
問
題

等
に
つ
い
て
、
多
く
の
委
員
が
様
々

な
角
度
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

　
歳
入
に
関
し
て
は
、
財
政
調
整
交

付
金
に
つ
い
て
、
収
入
未
済
や
不
納

欠
損
へ
の
対
策
等
、
歳
入
の
確
保
に

対
す
る
区
の
取
り
組
み
状
況
等
に
関

し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

　
歳
出
に
関
し
て
は
、
子
育
て
支
援

策
や
、
介
護
予
防
、
健
康
診
査
等
の

取
り
組
み
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

の
取
り
組
み
、
生
活
保
護
の
実
態
に

つ
い
て
等
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

　
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
関
し
て

は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
資
源
に

関
す
る
区
内
外
へ
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
、

あ
だ
ち
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
偏
っ
た

認
識
に
基
づ
く
マ
ス
コ
ミ
報
道
へ
の

対
応
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
教
育
行
政
に
関
し
て
は
、
学
力
テ

ス
ト
問
題
を
は
じ
め
、
食
育
や
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
の
取
り
組
み
、

少
人
数
指
導
、
環
境
教
育
等
に
関
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
に
は
、
鈴
木
区
政
２
期
８

年
間
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
、

所
得
等
の
格
差
に
つ
い
て
、
西
新
井

駅
西
口
地
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
開
業
に
向

け
た
都
市
基
盤
整
備
や
産
業
振
興
に

つ
い
て
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架

化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
中
小
企

業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
等
、
各
委
員

か
ら
、
区
政
全
般
に
つ
い
て
、
活
発

に
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

　
10
月
11
日
に
質
疑
を
終
了
し
、
各

会
派
の
討
論
及
び
無
会
派
議
員
の
意

見
表
明
の
後
、
採
決
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
「
一
般

会
計
」「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」

「
介
護
保
険
特
別
会
計
」
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
は
、
挙
手
多
数
に
よ

り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
、「
老

人
保
健
医
療
特
別
会
計
」
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
審
査
を
終

了
し
ま
し
た
。 

（
討
論
の
要
旨
を
７
頁
に
掲
載
） 

  

　
10
月
19
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

新
井
英
生
委
員
長
が
、
本
特
別
委
員

会
で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
採
決
を
行
い
、
委
員
会
決
定

の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。 
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新　井　英　生　委員長 

うすい　浩　一　副委員長 

大　島　芳　江　副委員長 

ほっち　易　隆　委員 

金　田　　正　　委員 

市　川　おさと　委員 

馬　場　信　男　委員 

高　山　延　之　委員 

渡辺　ひであき　委員 

古　性　重　則　委員 

白　石　正　輝　委員 

長　塩　英　治　委員 

長井　まさのり　委員 　　　　　　　（２５名） 
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いいくら　昭二　委員 

たがた　直　昭　委員 

渕　上　　隆　　委員 

あかし　幸　子　委員 

金　沢　美矢子　委員 

鈴木　けんいち　委員 

さとう　純　子　委員 

橋　本　ミチ子　委員 

工　藤　哲　也　委員 

鈴　木　あきら　委員 

秋山　ひでとし　委員 

へんみ　圭　二　委員 

 

平成18年度     　各会計決算  平成18年度     　各会計決算  
一般会計 

介護保険特別会計 

国民健康保険特別会計 

老人保健医療特別会計 
 

 

特別区税特別区税 
376億396万9,811円 
（16.09％）％） 
 

特別区交付金特別区交付金 
1,010億5,493万5,000円 
（43.24％）％） 
 
 
 

その他その他 
335億5,912万3,356円 

（14.36％）％） 
 

使用料及び手数料使用料及び手数料 
37億4,546万1,638円 

（1.60％）％） 

国庫支出金国庫支出金 
354億2,172万3,059円 

（15.16％）％） 
 

都支出金都支出金 
125億6,396万8,455円 

（5.38％）％） 
 

特別区債特別区債 
97億3,567万2,700円 

（4.17％）％） 
 
 

議会費議会費 
9億1,623万2,472円（0.41％）％） 
 
 総務費総務費 

336億9,693万8,153円 
（14.95％）％） 
 
 
 

民生費民生費 
802億8,382万7,917円 
（35.61％）％） 
 
 
 

産業経済費産業経済費 
21億3,428万4,996円（0.95％）％） 
 
 
 

環境衛生費環境衛生費 
156億1,560万1,795円 

（6.93％）％） 
 
 
 

土木費土木費 
211億6,350万4,361円 

（9.39％）％） 
 
 
 

教育費教育費 
350億4,389万7,697円 

（15.55％）％） 
 
 
 

公債費公債費 
187億8,448万3,289円 

（8.33％）％） 
 
 
 

諸支出金諸支出金 
177億7,413万3,775円 

（7.88％）％） 
 
 
 

国民健康保険料 
188188億2,8932,893万2,5852,585円 
（24.8324.83％）％） 
 

国庫支出金 
213213億3232万756756円 
（28.0928.09％）％） 
 

都支出金 
4141億8,3438,343万9,9619,961円（5.525.52％）％） 
 

繰入金 
122122億7,4067,406万5,2615,261円 

（16.1816.18％）％） 
 

その他 
192192億5,2045,204万9,9839,983円 

（25.3825.38％）％） 
 

保険給付費 
497497億3,3023,302万5,7845,784円 
（66.4566.45％）％） 
 

老人保健拠出金 
143143億5,4995,499万2,5222,522円 

（19.1819.18％）％） 
 

その他 
107107億5,1825,182万7,5957,595円 

（14.3714.37％）％） 
 

介護保険料 
6464億5,5525,552万9,3329,332円 
（21.6221.62％）％） 
 

国庫支出金 
6060億7,8227,822万6,2706,270円 
（20.3620.36％）％） 
 都支出金 

4040億9,4749,474万5,9115,911円 
（13.7213.72％）％） 
 

繰入金 
4343億1,0451,045万9,7759,775円 

（14.4414.44％）％） 
 

その他 
8989億1,5641,564万1,3771,377円 

（29.8629.86％）％） 
 

総務費 
8億5757万2,1182,118円 
（2.762.76％）％） 
 

保険給付費 
275275億5,7975,797万1,2641,264円 

（95.0495.04％）％） 
 
 

その他 
6億3,8173,817万6,0446,044円 

（2.202.20％）％） 
 

支払基金交付金支払基金交付金 
240240億5,8205,820万5,5355,535円 
（56.5756.57％）％） 
 

国庫支出金国庫支出金 
120120億6,3106,310万1,7361,736円 

（28.3628.36％）％） 
 

都支出金都支出金 
3030億5,8945,894万3,6593,659円 

（7.197.19％）％） 
 

繰入金繰入金 
3131億8,9818,981万8,0008,000円（7.507.50％）％） 

 その他その他 
1億6,1336,133万1,0931,093円 
（0.380.38％）％） 
 

医療諸費医療諸費 
423億3,085万6,087円 

（99.5399.53％）％） 
 

諸支出金諸支出金 
1億9,9679,967万3,224円 
（0.47％）％） 
 

【歳出の部】 
289億9,671万9,426円 

【歳出の部】 
289億9,671万9,426円 

 

 

特別区税 
376億396万9,811円 
（16.09％） 
 

特別区交付金 
1,010億5,493万5,000円 
（43.24％） 
 
 
 

【歳入の部】 
2,336億8,485万4,019円 

 

【歳入の部】 
2,336億8,485万4,019円 

 

【歳出の部】 
2,254億1,290万4,455円 

【歳出の部】 
2,254億1,290万4,455円 

【歳入の部】 
758億3,880万8,546円 

 

【歳入の部】 
758億3,880万8,546円 

 

【歳出の部】　　 
748億3,984万5,901円 

 

【歳出の部】　　 
748億3,984万5,901円 

 

【歳入の部】 
298億5,460万2,665円 

【歳入の部】 
298億5,460万2,665円 

【歳入の部】 
425億3,140万23円 
【歳入の部】 

425億3,140万23円 

【歳出の部】 
425億3,052万9,311円 

【歳出の部】 
425億3,052万9,311円 

その他 
335億5,912万3,356円 

（14.36％） 
 

使用料及び手数料 
37億4,546万1,638円 

（1.60％） 

国庫支出金 
354億2,172万3,059円 

（15.16％） 
 

都支出金 
125億6,396万8,455円 

（5.38％） 
 

特別区債 
97億3,567万2,700円 

（4.17％） 
 
 

議会費 
9億1,623万2,472円（0.41％） 
 
 総務費 

336億9,693万8,153円 
（14.95％） 
 
 
 

民生費 
802億8,382万7,917円 
（35.61％） 
 
 
 

産業経済費 
21億3,428万4,996円（0.95％） 
 
 
 

環境衛生費 
156億1,560万1,795円 

（6.93％） 
 
 
 

土木費 
211億6,350万4,361円 

（9.39％） 
 
 
 

教育費 
350億4,389万7,697円 

（15.55％） 
 
 
 

公債費 
187億8,448万3,289円 

（8.33％） 
 
 
 

諸支出金 
177億7,413万3,775円 

（7.88％） 
 
 
 

国民健康保険料 
188億2,893万2,585円 
（24.83％） 
 

国庫支出金 
213億32万756円 
（28.09％） 
 

都支出金 
41億8,343万9,961円（5.52％） 
 

繰入金 
122億7,406万5,261円 

（16.18％） 
 

その他 
192億5,204万9,983円 

（25.38％） 
 

保険給付費 
497億3,302万5,784円 
（66.45％） 
 

老人保健拠出金 
143億5,499万2,522円 

（19.18％） 
 

その他 
107億5,182万7,595円 

（14.37％） 
 

介護保険料 
64億5,552万9,332円 
（21.62％） 
 

国庫支出金 
60億7,822万6,270円 
（20.36％） 
 都支出金 

40億9,474万5,911円 
（13.72％） 
 

繰入金 
43億1,045万9,775円 

（14.44％） 
 

その他 
89億1,564万1,377円 

（29.86％） 
 

総務費 
8億57万2,118円 
（2.76％） 
 

保険給付費 
275億5,797万1,264円 

（95.04％） 
 
 

その他 
6億3,817万6,044円 

（2.20％） 
 

支払基金交付金 
240億5,820万5,535円 
（56.57％） 
 

国庫支出金 
120億6,310万1,736円 

（28.36％） 
 

都支出金 
30億5,894万3,659円 

（7.19％） 
 

繰入金 
31億8,981万8,000円（7.50％） 

 その他 
1億6,133万1,093円 
（0.38％） 
 

医療諸費 
423億3,085万6,087円 

（99.53％） 
 

諸支出金 
1億9,967万3,224円 
（0.47％） 
 


